
「私とオリンピック」 

 

 2021 年オリンピック東京大会の終了後、日本スポーツマンクラブの機関

誌に、世界空手連盟（WKF）の奈藏事務総長執筆の記事が掲載されました。 

タイトルは「空手悲願の五輪デビュー 次は恒久競技へ」です。 

 2021 年 8月 5日から 8月 7日までの 3日間は、日本武道館でオリンピッ

ク競技として、史上初めて空手が実施された歴史的瞬間でありました。 

 形の人気と高い評価は大会前の予想をはるかに上回ったといってもよ

いかもしれません。しかしながら組手と形ともに判定基準があいまいであ

ることと、審判の表示が複雑であるなどの批判的な意見も多くの方々から

いただきました。 

基本的には空手ファミリーにだけ受け入れられて理解されるルールから、

誰でも理解しやすいルール、試合運営方法への改革が求められています。 

さらに空手は 2024 年オリンピックパリ大会の実施競技からは除外されて

います。 

今後 2028 年オリンピックロサンゼルス大会と 2032 年オリンピックブリ

スベン大会に向けて、「KARATEがオリンピックに与える付加価値」に正面

から向き合い、いずれは五輪での恒久競技としての座を確保すべく、あら

ゆる努力を傾注する所存です。との決意が掲載されておりました。 

 今後の空手の発展に向けて期待するとともに応援をしたいものです。 

（事務局記） 
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